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２０年間

無
火
災
部
落
な
ど
表
彰

晴
れ
着
姿
で
秋
季
点
検

町
の
消
防
団
で
は

去
る
上

二
目
秋
季
点

検
を
行
な
い
、
火
災

多
発
期
に
向
う
準
備

態
勢
を
固

め
た

。
こ
の
囗
午
前
九

時
、
統
合
以
来
十
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
新
調
さ
れ
た
揃
い
の
制
服

に
身
を
固
め
た
四
五
〇
名
の
団
員

が
整
列
す
る
目
抜
き
通
り
を
、
消

防
車
に
乗
っ
た
赤
井
畑
町
長
（

消

防
長
）
と
大
津
団
長
が
観
閲
、
そ

れ
に
婦
人
消
防
団
を
始
め
、
町
内

外
来
賓
多
数
が
っ
づ
く

。

次
に
呼

出
小
学
校
校
庭
に
お
い

て

通
常
点
検
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
　

分
列
行
進
を
行
な
い
、

非

常
災

害
が
お
こ

っ
た
と
き
に
対

処

す
る
人
的
物
的
熊
勢
の
完
璧
さ

が
確
認

さ
れ
た

。
次
に
赤
井
畑
町

長

の
講
評

、
大
津
団
長
の
訓
示
が

あ
り
、
後
記
の
功
労
者
や
優
良
団

員

に
対
し
表
彰
状
の
伝
達
授
与
を

行

な
い
、
来
賓
の
祝
辞
、
受
賞
者

代
表
の
答
辞
が
あ
っ
て
閉
式

。
尚

受
賞
者
の
中
に
、
去
る
三
月
貝
田

の
火
災
の
と
き
、
不
在
の
夫
に
代

つ
て
出
動

し
て
活

腿
し
た
と
い
う

三

人
の
若
い
女

性
の
姿

が

見
ら

れ
、
並
み
い
る
人

々
の
目
を
引
い

た
。
ま
た
、
泉
田
地
区
は
二
十
年

間
無
火

災
の
故
を
も
っ
て
表
彰
さ

れ
、「
出
し
て
消
す

よ
り
出
さ
ぬ
が

て
が
ら
」

の
見
本
を
示
し
た
が
、

み
ん
な

の
心
が
け
よ
う
で
は
こ

こ

ま
で
達
す
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

示

膸
し
た
も
の
と
感
銘
を
深
く
し

た
。

【
写

真
】

路
上
に
お
け
る
観
閲

千
葉
県
下

視
察
所
感

眷
　
日
　
佑
　

幸

十
月
一

、二
の
両
日
、
町
長

、

町
議
会

と
町
教
委
の
諸
氏
と
共

に
、
千
葉
県
成
田
市
豊
住
地
区

の
農
業

構
造
改
善
事
業
と
、
終

瞶
後
海
軍
飛
行
場
あ
と
に
新
し

く
建
設

さ
れ
た
工
業
都
市
茂
原

市
の
東
洋
高
圧
と
い
う
肥
料
工

場

を
見
学
し
た

。

豊
住
地
区
で
は
、
酪

農
の
新

し

い
協
業
形
態
を
実
地
に
視
察

し
、
さ
ら
に
そ
こ
で
構
造
改
善

事
業
の

概
況
も
き
い
た
こ

」
れ

は
あ
く
ま
で
他
山
の
石
で
あ
っ

て
、
大
い
に
参
考
に
も
な
る
が

研

究
の
余
地
も
多

い
よ
う
で
あ

っ

た
）

翌
日

は
、
豊
富
な
地
下

資
源

（
天
然

ガ
ス
）
と
無
限
の
空
気

（
空
気
中
の
窒
素
分
な
ど
）

と

を
利
用
し
現
代
科
学
の
粋
を
あ

っ

め
て
、
わ
ず
か
の
人
間
の
労

働
に

よ
っ
て
一
日
二
万
袋
の
尿

素
肥
料
や
数
々
の
化
学
製
品

を

生
産
し
て
い
る
大
き
な
工
場

の

中
を
バ
ス
で
見
て
ま
わ
っ
た
。

工
場
は
敷
地
七
〇
町

歩
、
一

日
に
支
払
う
電
気
料
三
五
〇
万

円
、
そ
れ
で
い
て
従
業
員
は
わ

ず
か
に
七
Ｃ
Ｃ
Ａ

。
そ
の
う
ち

四
〇
〇
大

は

事

務

関

係
で
あ

り
　

残

の
三
〇
〇
大
が
一
昼
夜

三
交
替
で
働

い
て

い
る
、
つ
ま

り
徹
底
的

に
オ
ー
ト
メ
化
さ
れ

て
い
る
大
工
場
で
あ
る
。

（
所
感

）

視
察

の
結
果
を
参
加
全
員
に

お
き
き
す

る
機
会
も
な
か
っ
た
・

か
ら
私
の
責
任
に
お
い
て
要
約

す

る
と
っ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が

中
心
に
な
る
と
思
う
。

一
、
今
後
の
農
業
構
造

は
改
善

を

要

す
る
こ
と
は

認

め
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
、
当
町

の
立
地
条
件
を
真
剣
に
検
討

し
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
と
何
を
や
る
に

も
人
の
和
が
優
先
す

る
と

い

う
こ
と
で
あ
る
。

一

、
科
学
技
術
の
進

歩
に
は
ど

ぎ
も
。を
ぬ
か
れ
た
。
そ
し
て

将
来
郷
土
の
産
業
を
背
負
っ

て
立
つ
後
継
者

に
も
他
の
職

業
に
っ
く
人

に
も

、
も
っ
と

多
く
高
校
や
大
学
教
育
を
う

け
さ
せ
た
い
。

一
、
沿
道
に
見
え
る
新
し
い
小

中
学
校
や
高
校
は
ほ
と
ん
ど

み
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
三

階
建
と
い
っ
た
も
の
ば
か
り

と
い
う
印

象
を
う
け
た
）

要
す
る
に
今
回
の
視
察
は
、
高

次
元
の
教

育
視
察
と
し
て
今
後

の
町
の
産
業
開
発
に
も
教
育
の

面
に
も
ま
こ
と
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

明 る い 社会 を つ くり ま しよ う防
犯
と
交
通
事

故
防
止
を
呼
び

か
け
る

国
見
町
交
通
安
企
吻
会
と
防
犯

協
会
で
は
桑
折
警
察
署
及

び
町

の

社
会
福
祉
協
議
会
、
保
護
川
会

、

婦
人
会
、
青
少
年
問
題
協
議
会

、

公
民
舘
及
び
小
中

学
校

の
協
力

を

得
て
、
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
町

内
目
抜
き
通
り
を
一
大

パ
レ
ー
ド

を
し

た
。
こ
の
日
、
手
に
手
に
プ

ラ

カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
を
押
立
て

た

一
行
は
県
北
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を

先
頭
に
藤
田
駅
前
を
出
発
し
、
暴

力
を
追
放
し
よ
う
と
か
交

通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
を
な
く
そ

う
と
か
を
呼
び
か
け
な
が
ら
勝
田

小
学
校
に
行
っ
て
解
散
し
た

。

【
写
真
】
行
進
中
の
プ
ラ
カ
ー
ド

厚

生

課

だ

よ

リ

’

○

高

橋
さ

ん

ら

表
彰
を
受
け
る

本
月
五
日
保
原
小

学
校
講
堂
で

開
か
れ
た
伊
達
郡
未
亡
人
連
絡
協

議
会
主
催
の
母
子
福
祉
大
会
で
、

わ
が
国
見
町
板
橋
住
宅
の
高
橋
コ

ウ
さ
ん
と
小

坂
の
佐
藤

サ
タ
さ
ん

が
表
彰

さ
れ
た
。
高
橋
さ

ん
は
、

夫
戦
死

後
女
手
一
つ
で
二
人
の
子

ど
も
を
育
て
、
大
学
教

育
ま
で
受

け
さ
せ
た
更
生
母

子
世
帯

と
し
て

又
佐
藤
さ
ん
は
国
見
町
母
子
福
祉

会
々
長
と
し
て
永
年
母
子
の
福
祉

増
進
に
功
績
あ
っ

た
こ
と
を
認
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
保
育
所
増
改
築

か
ね
て
保
育
児
童
の
増
加
に
よ

つ
て
問
題

に
な
っ
て
い
た
藤
出
保

育
所
の
増
改
築
計
画
も
、
設
計
が

で
き
あ
が
り
、
須
田
製
材
所
の
請

負
で
工
事

に
赱
り
か
か
っ
た
。
設

計
に
ょ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
遊
戯

室
を
区
切
っ
て
保
育
室
と
し
、・
四

〇
坪

の
遊
戯
室
を
新
築
す
る
も
の

で
十
一
月
中
旬
完
成
の
予
定
で
あ

る
Ｑ○

敬
老
会
開
く

十
月
十
七
口
午
前
九
時
半
か
ら

藤
田
小
学
校
講
堂
で
町
と
婦
人
会

連
絡
協
議
　

（
催
で
開
ぐ
。
尚
引

続
き
老
人
、ク
ラ

ブ
の
総
会
も
開
か

れ
る
。

○
老
人
福
祉

健
康
診
査
実
施

時
日
　

十
月
二
十
四
、
二
十
五
。

二
十
九
日

ヽ

時
間
　

午
後
一
時
か
ら

場
所
　

藤
田
病
院

・

該
当
者
は
次
の
年
令
の
方

六
十
五
才
　

七
十
才

七
十
五
才
　

八
十
才

そ
の
他

‘
　診
査
料
　

不
用

き
れ
い
に
今
つ
だ
水
道

赤

い
水
、
く
さ
い
水
で
長
い
間

苦
情
の
ま
と
で
あ
っ
た
わ
が
町
の

上
水
道
も
、
こ
ん
ど
こ
そ
す
っ
か

り
除
鉄
設
備
工
事
が
完
成
し
、
九

月

中
旬

か
ら
運

転

を

始
め
て
い

る
。
お
か
げ
で
白
衣
の
洗
た
く
に

も
り
ん
ご
の
着
色

に
も
異
状
な
い

と
み
ん
な
大
よ
ろ
こ

び
で
あ
る
。

風
呂
水
が
あ
ま
り
き
れ
い
で
は
ず

か
し

い
と
か
、
せ
ん
た
く
が
楽
し

く
な
っ
た
と
か
、
う
れ
し
い
悲
鳴

も
き

か
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ

る
。
町
・で
は
こ
れ
が
た
め
一
千
三

百
万
円
の
巨

費
ヒ

尸
当
り
約
五
千

円
の

経
費
が
か
い尸
ｐ
た
こ
と
に
な

る
わ
け
だ
が
、
伊

Λ
嚮
井
戸
を
掘

る
こ
と
を
考
瓷
る
と
全
く
安
い
話

で
あ

る
。
水
道
傑
員

は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

「
長
い
間
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
よ
う
や
く
餘
鉄
浄
水
設
備

の
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

こ
ん
ど
は
皆
夲
ま
に
安
心
し
て
使

っ
て
い
た
だ
昨
恥
と
思
い
ま
す
Ｊ

尚
課
で
は
、
町
民
各
位
が
こ

ん
ど

完
成
し
た
近
代
的
浄
水
施
設
を
視

察
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

【
写
真
】
完

成
し
た

浄

水
場
全
景

議会だより

九
月
定
例
会

3
7年

度
決
算

認

定
な
ど
2
6

議
案
成
立

九
月

十
六
日
町
議

会
定

例
会
が
開

か
れ

［
昭
和
三
十
七
年
度

国
見
町
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
件
］
外
二

十
万
件

が
審
議
可
決
さ
れ
た
。

会
期
三
日

、議
案
次
の
と
お
り
。

記

日
程
栄
一
　

西
大
枝
石
田
部
落

の
電
気
導
入
工
事
費
に
対
す

る
寄
付
金
二
十
三
万
円

を
採

納
し
た
。

同
汁
二
　

地
方
税
の
軽
減
と
微

収
制
度
の
改
善
合
理
化

の
だ

め
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。

同
栄
三
　

保
険
税
課
率
の
改
正

の
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。

同

栄
四
　

教
育
委
員
・
農
業
委

貝
・

監
査
委
員
・
消
防
団
員

等
の
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬

増
額

の
た
め
条

例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
。

同
愀
五
　

藤
田
財
産
区

管
理
会

委
員
の
選
挙
を
町
長

の
應
任

と
す
る
た
め
条
例
の

一
部
が

改
正

さ
れ
た
。

同
愀
六
　

右
の
委
員
に
平
館
誠

二

・
穂
苅
計
三
・
斎
藤
太
助

高
木

幸
作
・
斎
藤
長
一
・
吉

旧
民

蔵
・
吉
田
忠
吉
の
七
氏

選
任

に
同

意
さ
れ
た
。

同
才
七
　

災
害
復
旧
工
事
費
百

万
円
以
上
二
件
（
石
母
田
・

内
谷

）
。の
契
約
に
対
し
飛
認

さ
れ
た
。

同
淅
八
　

公
営
住
宅
敷
地

四

、

二

二

一
坪
を
三
、
三
三
五
、二

七
〇
円
で
購
入
し
、
　
　
　

’ｙ

同
愀
九
　

公
営
住
宅
二

十
戸
を

建
設
す
る
こ

と
。

同
愀
十
　

上
水
道
除
鉄

装
置
工

事
費
に
充
て
る
た
め
一
千
万

円
を
借
入
れ
る
こ
と

が
可
決

さ
れ
た
。

次
に
国
見

町
各
種
特
別
会
計
の

決
算
が
承
認

さ
れ
た
。

日
程
愀

十
一
　

都
市
計
画
土
地

造
成
事
業
特
別
会
計
で
は
歳

入
歳
出

共
三
、
六
七
七
、
三
四

七
円
で
差
引
残
金
な
し
。

同
愀
十
二
　

育
英
事
業
で
は
歳

入
十
万
二
千
円
歳
出
六
万
一

予
四
百
十
円
差
引

残
金
四
万

五
百
九
十
円
翌
年
度
繰
越
承

認

。
”

同
愀
十
三
　

入
山
財

産
区
で
は

歳
入
三
十
七
万
五
千
円
歳
出

三
十
一
万
三
千
四
十
七
円
差

引
残
金
六
万
一
千
九
百
五
十

三
円
、

同
愀
十
四
　

藤
田
財
産
区
で
は

歳
入
三
十
四
万
三
千
九
十
三

円
歳
出
十
七
万
三
千
七
百
十

一
円
差
引
残
金
十
六
万
九
千

三
百
八
十
二
円
。
　
ＩＩＩ

同
才
十
五
　

国
保
で
は
歳
入
二

千
四
百
七
十
三
万
四
干
七
百

五
十
八
円
歳
出
二
千
百
七
十

九
万
七
千
六
十
一
円
差
引
残

金
二
百
九
十
三
万

七
千
六
百

九
十
七
円
。

同

慘
十
六
　

上
水
道
で

は
歳
入

二
千
五
百
万
一
千
四
百
五
十

四
万
円
歳
出
二
千
四
百
二
１

五
万
一

千
三
百
八
十
二
円
差

引

残

金

七
十
五

万
七
十
二

円

。

で
残
金
は
い
ず
れ
も
翌
年
度
へ

繰
越
す
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。

次
は
注
目
の
、

日
程
オ
十
七
　
国
見
町
歳
入
歳

出
の
決
算
で
は
歳
入
一
億
四

百
四
十
五
万
百
二
十
七
円
歳

出
一
億
五
十
九
万
五
千
百
七

十
八
円
差
引
残
金
三
百
八
十

五
万
四
千
九
百
四
十
九
円
、

内
財
政
調
整
積
立
金
と
し
て

百
九
十
三
万
円
、
翌
年
度
繰

越
百
九
卜
二
万
四
千
九
町
四

卜
九
円
を
賑
認
）

同
矛
十
八
　
財
政
調
整
積
立
金

二
百
十
七
万
円
の
処
分
を
承

認
、

次
に
各
種
追
加
更
正
予
算
案
が

審
議
可
決
さ
れ
た
）

日
程
労
十
九
　
国
保
特
別
会
計

で
六
十
三
万
七
千
六
百
九
十

七
円
。

同
愀
二
十
　
上
水
道
で
百
二
十

四
万
九
千
九
百
四
十
一
円
。

同
澎
二
十
一
　
町
予
算
で
一
千

九
百
六
万
二
千
六
百
五
十
四

円
。

次
に

日
程
愀
二
十
二
教
育
委
員
と
し

て
武
見
弥
八
郎
氏
が
再
選
さ

れ

た
。
　
　
　
　

｀

同
栄
二
十
三
　

国
見
町
議
会
に

事
務
局
を
設
置
す
る
た
め
の

条
例
が
制
定
さ
れ
、

同
汁
二
十
四
　

上

水
道
職
員
一

名
増
員
す
る
為
職
員
定
数
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

同
栄
ニ

ト
五
　

睦

商
会
工
場
誘

致
奨
励
金
前
払
に
っ
い
弋

の

特
例
条
例
が
制
定
さ
れ
、

同
才
二
十
六
　

藤
田
駅
貨
物
取

祖

業

存

続

方
の
決
議
を
し

た
。

こ

う
し
て
三
日
間
に
わ
た
り

数
々
の
重
要
議
題
に
つ
い
て
熱

心
に
研

究
討
議
し

た
わ
け
で
あ

る
が
、
傍
聴
者
が
一
人
も
な
か

っ
た
こ

と
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。

春
の
統
一
選
挙
直
前
に
示
し
た

婦
人
層

の
熱
が
さ
め
て
し
ま
っ

た
と
し

た
ら
ち
よ
っ
と
さ
び
し

い
気
が
す

る
。
議
員
各
飭
は
常

に
町
民
と
共
に
進
も
う
と
努
め

て

い
る
の
だ
か
ら
町
民
も
議
員

を
先
頭

に
押
立
て
て
町
づ
く
り

に
っ
く
す
気
慨
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
。
（

鈴
木
）

○
国

土

美

化

運

動

は

ま

ず

わ

が

町

の

美

化

よ

り

…
…
…
下

水

に

ゴ

ミ

を

投

げ

る

こ

と

は

や

め

ま

し

よ

つゝ



町
体
終
る

町
民

期
待
の

う
ち
に
開

か
れ

た

愀
十
回
町

民
体

育
大
会

は
絶
好

の

ス
ポ
ー
ツ
び
よ
り

に
恵

ま
れ
て

、

こ
と
し
も
盛
会

の
う
ち

に
終

る
こ

と
が
で

き
た
。
役
員
一
同
の
献
身

的
な
活

動
と
町
民

各
位
の
変
ら

ざ

る
協
力
に
よ
る
も
の
と
深

く
感
謝

中
上
げ

る
。
記
念
写
真
二
三
を

掲

げ
て

お
礼

に
代
え

る
と
共

に
、
引

つ
づ
き

行
わ
れ

る
卜
川
年
記
念
行

事
に
対
し
て
も
同
様
の
ご
協
力
を

お
願

い
す

る
。

祝合併10 周年
も
り
だ
く
さ
ん
の
記
念
行
事

ソ

フ

ト

ボ

ー
ル

大

会
…

…

…
…
一一一
日

式
　
　
　
　
　
　

典

…

…

…
…

九

日

パ
　
　
レ
　
　

ー
　

ド
…

…

…
…

九
口

芸
　
　

能
　
　

祭
…

…

…
…

十

日

作
　
　

品
　
　

展
…

…

…
…

十

日

品
　
　

評
　
　

会

…
…

…

…
十

川

わ
が
国
見
町

が

他

町
村

に
さ
き
が

け
て
合
併

し
、
新

し
い
町

づ
く
り
に

発

足
し
て

早
く
も

十

年
に
な
っ
た
。

来
年
三
月
三
十
一

日
の
合

併
記

念

日
を
目
前
に
ひ
か
え
、
今
秋

は
記

念
式
典
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
の
祝

賀
行
事
を
行
な
う
こ
と

に
な
っ
て

そ
の
要
項
が
発
表

に
な
っ

た

ご
ヤ

の

お
も
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
去

る
六

日
に
行

わ
れ
た
町
民
体
育
大

会
を

皮
切

り
に
、
ト

ー
冖
二

川
に

は
町

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
九

日
に
は
記

念
式
典

、
十
目
に
は
農

産
物

品
評
会

、
小
中
学
隍
児
竜
生

叱

の
作
品
展

覧
会
と
と
も
に
、
町

民

に
よ
る
芸

能
文
化
祭
が
行
わ
れ

る
）
尚

商
工
会
で
は
九
日
午
前
九

時

か
ら
町

内
に
わ
た
り
、
賍
賞
大

パ
レ
ー
ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

町
内
（
大
字
対
抗
）

ソ

フ

ト

ボ
ー

ル

大
会

十
周
年
記

念
行

事
の
一

つ
と
し

て
町
民
の
親
善
融

和
を
目

標
に
行

う
も
の
で
そ
の
要
領
次

の
と
お
り

で
あ
る
Ｊ
大
字
単
位
の
行

事
で

あ

る
の
で
、
そ
の
地

域
の
実
体

に
応

じ
区
長

さ
ん
部
落
長

さ
ん
分
館

長

さ
ん
た
ち
が
よ
く
協
議

し
て
出
場

者
を
き
め
て

い
た
だ
き

た
い
。

要
　

項

一
、
大

字

毎

に
チ
ー

ム
を

つ
く

る
。
但
し
藤
田

は
四
チ

ー
ム
と

す
る
。

二

、
チ
ー
ム
は
大
字
に
居

住
す

る

者
で
次
の
区
分
に
よ
っ
て
編
成

出
場
す
る
。

陌
女
子
　
　
　
　
　
二
名

朗
四
〇
才
以
上
　
　
一
名

㈲
三
〇
才
以
上
　
　
二
名

≒
三

卜
才
未
満
　
　

四
名

監
督
　
　
　
　
　
　

一
名

補
欠

は
Ｉ
〇
名
ま
で
と
す
る

。

但
し

印
は

胙
以
下

の
者
、
㈲
は

㈲
以
下
の
者
、
网
は
罔
の
者
の

代

り
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

る
Ｑ

三

、
試
合
方
法
は
ト

ー
ナ
メ
ソ
ト

方
式
と
す

る

。

四
、
場
所
　

県
北
中
お
よ
び
藤
田

小
学
校

グ
ラ

ウ
ン
ド
各
二
面

づ

つ
計
四
面
使
う

。

。

五

、
期
日
　

十
一
月
三
日
午
前
八

時
開
始

。

六
、
中
込
　

十
月
二

十
五
日

ま
で

メ
と
（

Ｉ
を
町
教
育
委
員
会
事

務
局
に
提
出
す
る

）

七
、
監
督
会
議
　

十

月
三
十
日
午

後
二
時
よ
り
役
場
会
議
室
で
行

な
い
、
組
合
せ
抽
せ
ん
そ
の
他

の
打
合
せ
を
行
な
う
。

八
、
服
装
　

ス

パ
イ
ク
及
び
ソ

ウ

リ
を
禁
じ
運
動
に
都
合

よ
い
服

奘
の
こ
と

。

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
や
踊
り
を
パ・

・：
芸
能
文
化
祭
要
項
…

最
近
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
普
及

に
よ
り
、
中
央
一
流
人
の
芸
能
に

接

す
る

機

会

に

め
ぐ
ま
れ
て
き

た

。
し
か
し
真
の
文
化
活
動

と
い

う
も
り
は
、
自
分
で
実

行
し
て
こ

れ
を
楽
し
む
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ

う
し

た
活
動
を
つ
づ
け
る
一
般
大

衆

の
中
か
ら
生
ま
れ
育
て
ら
れ
て

こ
そ

ほ
ん
と
う
の
芸
能
文
化

は
進

ん
で

い
く
も
の
で
あ
る
）
合
併
十

周
年
記
念
行
事
の
一
つ
に
芸
能
文

化
祭
を
と
り
あ
げ
た
の
も
こ
う
し

た
意
味
か
ら
で
、
町
民
み
ん
な

が

一

堂
に
会
し
、
自
ら
の
う
た
や
お

ど
り
を
持
寄
り
、
出
し
合
っ
て
一

日
を
楽
し
く
く
ら
し
た
い
。

要
　

項

一
、
日
時
　

十
一
月
十
日
（
口

）

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で

二
、
会
場
　

藤
田
小

学
校
体

育
舘

三

、
種
目
　

歌
謡
、
舞
踊
、
器
楽

演
奏
そ
の
他
の
芸
能

四
、
参
加
資
格
　

町
内

の
各
種
団

体

グ
ル
ー
プ
会
員
及
び
一
般
町

民

但
し
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

る
。

五
、
参
加
者
に
記
念
品
を
贈
る
）

六

、
申
込
み
　

十
月
末
日
ま
で

に

教
育
委

員
会

事

務

局

に
中
込

む

。

七

、
プ

ロ
グ
ラ

ム
編
成
　

十
一
月

四
日
午
後
一
時
か
ら
役
場
で
開

八

、
役
割
　

実
行
委
員
会

を
設
け

公
民
館
長
を
委
員
長

に
、
部
落

長
会
長
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
商
工

会
長

、
婦
人
会
長

、
連
青
団
長

を
副
委
員
長
と
す

る
。

九
、
広
報
迎
絡
添
　

次

の
人

が
こ

れ
に
当
り
、
参
加
者
の
勧

誘
に

努
め
る

．

部
落
長

、
隰

陪
．婦
人
会
長
、
単

位
青
年
団
長

、
．単

位
農
協
婦
人

部
長
、
婦
人
学
・級
連

営
委
員
長

懸　賞

大

パ
レ

ー
ド
で

祝
意

国

見

町

商

工

会

国
見
町
商
工
会
で
は

こ
ん
ど
の
町
村
合
併
十
川
年
記
念

行
事
に
対
し
心
か
ら
の
祝

意
を
表

す
る
た
め
、
豪
華
懸
賞
付
大

パ
レ

ー
ド
を
行
な
う
の
で
、
バ
イ

ク
い

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
動

車
の
参
加
を

希
望
し
て
い
る
。

向
時
日
　

―
一
月
九
日

向
集
合
場
所
と
時
間

午
前
九
時
観
月
台
公
園

○
出
発
時
間
午
前
十
時

○
コ
ー
ス

藤
田
Ｉ

大
木
戸
―
目（
川
－

光
明

寺
Ｉ
西
大
枝
－

川
内

―
森
江
野

小

学
校
（
昼
食
いＩ

徳
江
－

塚
野

目
－

役
場
前
Ｉ
国
賊
１
早
川
Ｉ

泉
田
ｉ
小
坂
－

鳥
取
－

内
谷
―

藤
田
－

石
ほ
田

国
見
一－

農
協

前
―
山
崎
Ｉ

藤
田
（
午

後
二
時

解
散
）

聖 火コース国土美国民大行進に参加しよう

″
わ
が
国
見
町
を
美
し
く

″

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
は
い
よ
い
よ
一
年

後
に
迫
り
、
わ
れ
わ
れ

は
、
世
紀
の
祭
典

を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
関

係
機
関
団
体
の
総
力

を

結
集
し
て
、
ひ
ろ
く
国

民
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に

対
す
る
正

し
い
理

解
を

深
め
ろ
と
と
も
に
、

十

リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
開
催
国

の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
国

民
と
し
て
の
生
活
態
度

や
社
会
環
境
の
向
上

に

っ
と
め
た
い
。
そ
れ
で

特
に
聖
火
の
通
路
に
あ

た
る
わ
が
国
見
町
で

は

国

及
び
県

の
関
係
機
関

団
体
と
共
催

の
も

と
に

今

月
一
一
十
八
日
本
県
入

り
す
る
「
聖
火

コ
ー
ス

国
土
美
国

民
大
行
進
」

を
歓
迎
送
す
る
こ
と
に
な
つ
だ
の

で
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
を

お
願

い
す
る

。）

こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
米
年
の

オ

リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス

に
あ
た
る
町
と
し
て
自
主
的

に
参

加
す
る
も
の
で

、
そ
の
要
領
は
次

の
三
点
に
あ
る
。

日
、
随
走
隊
を
編
成
し
、
本
隊
に

つ
い
て
パ
レ
ー
ド
す
る
。

二
十
八
日
午
後
一
時
四
ご
分
、

宮
城
県
か
ら
入
っ
て
来
る
本
隊

を
迎
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
大
体

旧
川
道
を
通
り
桑
折
町
境
ま
で

送
る

、
隊
は
自
動
亟
と
才
Ｉ
・
、ｉ

バ
イ
‘で
編
成
し
、
実
行
。巻
貝
会

か
ら
裘
嘱

さ
か
た
隊
長
が
指
揮

ふＪ
る
り

一
口
、
町
民
み
ん
な
で
こ
の
大
行
進

を
歓
迎
送
す
る
。

部
落
会
、
町
内
会
、
婦
人
会

、商

七
会
、
小
中
学
校
な
ど
沿
道

に

な
ら
び
歓
迎
送
す
る
。
小
中
学

校
の
ブ
ラ
こ
｛

ン
ド
で
応
援
し

た
り
、
各
。卩
に
国
訛
を
立
て
た

り
、
そ

れ
ぞ
れ
匚
夫
十
る
｝

㈲
、
清
掃
美
化
運
動

人
行
進
コ
ー
ス
全
線
に
わ
た
り

地
ド
田
尻

や
各
種
団
体
で

、
前

囗
又
は
当
日
一
斉
に
祐
掃
美
化

を
実
行
す

る
Ｊ
例
え
ば
、
下
水

を
上
げ

た
り
、
ご
み
箱
を
掃
除

し
た
り
、
は
り
紙
を
は
が
し
た

り
、
道
路
の
デ
コ
ボ
コ
を
な
お

し
た
り
す
る
Ｃ

こ

の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
地

区

住
民
で
清
掃

美
化

、
花
い
っ

ぱ
い
運
動

に
と
り
く
む
組
織
を

つ
く
り
、
今
後
活
動

を
つ
づ
け

る
よ
う
に
す

る
。

日

の
丸
あ
げ
て
誕
生
祝
い

五
十
惣
の
ヶ
Ｉ
キ
に
び
つ
く

り

－

デ
ン
マ
ー
ク
だ
よ
り
Ｉ

秋

睛
れ
の
空

に
子
ど
も
た
ち

が
走

り
迥

る
運
動
会
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
　

こ
と
し

も
咬
作

と
か
、
刈

り
収

る
手
も
軽

く
仕

事

に
精
出
し
て
い
ら
れ
る
皆
様

の
お
姿

を
想
い
浮

か
べ
な
か
ら

ペ
ソ
を
走
ら
せ
て
い
ま

す
｝
町

民
体

育
大
会

、
秋
祭
り
、
運
動

会
…
…
楽
し

い
催
し
物
の
こ
と

が
次
次
と
想

い
出
さ
れ
ま
す

）

紅
葉
し
な

い
デ
ン
マ

ー
ク
は

近
頃
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
木

の
葉
は
緑
の

ま
ま
で
散
っ
て
い

ま
す
。
冬

か
ら
夏
へ

、
そ
し
て

夏

か
ら
冬

へ
変

わ
る

デ
ン
マ
ー

ク
の
気
候

は
、
ち
よ
っ
と
物
足

り
な
く
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
十
月
五
目
す
べ
て

の
農
家
実
習

を
終
り
、
巳
日
か

ら
学
院
に
入

り
ま
す
。
十
月
一

か
月
間
は
デ
ソ
マ
ー
ク
語
の
学

習
、
十
一
月

か
ら
五
～
六
か
月

間
は
農

学
校
に

入
る
た

め
す
べ

て
の
手

続
き
が

終
り
ま

し
た
）

六
か

月
間
の

農
家
実

習
を
と

お
し
て
知
り
得

た
デ
ン
マ

ー
ク

農
業
と
そ
の
生
活

、
日
本
と
あ

ま
り
に
も
相
違

の
人
き
な
の
に

驚
き
ま
す
。

農
業
そ
れ
自
体
は
と
も
か
く

と
し
て
、
生
活
様
式
や
農
民
の

考
え
方
そ
の
も
の
の
立
遅
れ
と

い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

。し
か
し
、
私
と
て
来
年
は
日

本
に
帰
る
、
そ
し
て
日
本
農
業

そ
の
も
の
を
な
ん
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
．Ｊ
し
か

し
、
具
体
的

に
何
か
ら
や
っ
て

よ
い
の
か
今
の
と
こ
ろ
見
当
も

っ
か
な
い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
も
持

て
な
い
日
本
農
業
の
宿
命
は
一

体
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

さ
て
農
家
生
活
の
最
後
に
な

っ
た
九
月

は
私
の
誕
生
日
の
月

で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
誕

生
祝
な
ど
い
っ
て
も
ビ
ソ
と
来

ま
せ
ん
が
、

キ
リ
ス
ト
教
中

心

の
こ
の
地

デ
ン
マ
ー
ク
で

は
誕

生
日
は
最
大
の
祝
日
の
一
つ
で

す
。
私
の
誕
生
日
四
日
に
は
、

朝
八
時

、
ポ
ー
ル
に
高
々
と
日

章
旗

を
掲
げ
て
祝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
嫁
さ
ん
が
ニ

メ
ー
ト

ル
も
あ

る
大
き
な
日
の
丸
を
作

っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
圸

に
日
の
丸
が
上
っ
だ
の
は
始
め

て
で
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
大
大

た
ち
も
見
に
来
て
、
誕

生
日
お

め
で
と
う
を
い
う
し
、

電
話
で
「
今
日
は
日
本
人
の
誕

生
日
だ

ろ
う
。
日
の
丸
を
見

て

知
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
る
大

も
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
想
像

以
上
に
国
旗
に
対
す
る
愛
着
の

強

い
国
民
で
す
か
ら
目
の
丸

を

見
て

喜

ぶ

の

も
う
な
ず
け

ま

す
。
そ
し
て
夜
は
、
他
の
実
習

生
二
人
を
ま
じ
え
、
近
所
の
人

達
が
、
花
や
果
物
や
い
ろ
い
ろ

の
贈
り
も
の
を
持
っ
て
や
っ
て

来
て
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
か
ら
始
ま
る
す
ば
ら
し
い

お
祝
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し

た
。
私
の
名
と
年
令
を
入

れ
た

瓦
十

セ
ン
チ
も
あ
る
大
き

な
も

の
や
い
ろ
い
ろ
の
ケ
ー
キ
（
数

え
た
ら
十
‘一
種
類
）
は
、
お
嫁

さ
ん
と
ピ

ー
ア
（
若
い
女
中

）

の
二
人

が
か
り
で

一
昨
日

か
ら

か
か
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
に
た
く
さ
ん
の
果
物
、

最
後
に
ビ
ー
ル
と
デ
ン
マ
ー
ク

料
理
の
代
表
的

な
オ

ー
プ
ン
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
が
出
て
終
っ
た

の
で
す
が
、
祝
終
っ
て
み
ん
な

が
帰
っ
た
の
は
夜
中
の
二
時
で

し
た
、
ま
っ

た
く
夜
ふ
か
し
を

す

る
国
民
で

あ
る
と
共
に
、
ど

ん
な
お
そ
く

ま
で
起
き
て
い
て

も
次
の
日
は
平
常
通
り
作
業

を

続
け
る
タ
フ
さ
に
驚
き
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
体
力
の
違

い
で
あ
り
、
食
物
の
違
い
と

は

い
う
も
の
の
あ
ま
り
の
違
い
に

お
ど
ろ
き
ま
す
。
日
本
で
は
平

均
よ
り
少
し
大
き
い
位
の
私

も

こ
ち
ら
で

は
小
さ
な
日
本
人
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

農
家
実
習

の
六
か
月
間
、
無

事
過
し
、
今
こ
こ
に
新
し
い
生

活
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
こ

と
は
、
全
く
郷
土
の
皆
様
の

ご

後
援
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝

申
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
も
な
ん
と
か
が
ん

ば
り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

す
。
書
き
た
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
表
面

的
な
こ

と
に
な
っ
て
申
し
わ
け

あ
り
ま
せ

ん
。
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

十
月
一
日
　
　

八
島
博
正

表
彰
伝
達

○
消
防
庁
長
官
火
彰

吉
Ⅲ
久
男

、
渡
辺
辰

也
、
佐
藤

一
郎
、
徳
汪
四
郎
、
秦
和
夫

Ｏ

県
消

防
協
会
長
表
彰

‘

汁
五
分
団

、
斎
藤
清
、
鈴
木
政
治

○
伊

達
支

部
長
表
彰

安
藤
良
一
、
阿
部
和
平
治
、
渡

辺
正

雄
、
荀

地
曳
三

、
高
橋
貞

雄
、
佐
久
間

弘
、
宍
戸
勝
造
、

松

浦
一
雄
、
佐
雌
惣
一

表

彰

授

与

Ｏ
団
長

よ
り
火
碵

仲
野

周
蔵
、
一
条
直
右

Ｉ
門
、

横
山
庄
市
、
野
村
茂
、
菅
野
正
、

東

海
林
幸
郎

、
紺
野
善
一
郎
、

中
野

勝
美
、
斎
藤
重
美
、
宍
戸

重
蔵
、吉
田
忠
一
、
吉
田
清
市
、

村
上
公
月

、
佐
勝
義
正
、
佐
久

間
政
雄
、
太
田
久
古

、
菊
地
仙

Ｌ

、
玉
手
忠
一

、
板
橋
二
男
、

鈴
木
司
、
佐
膝
政
巳

、
星
野
要

後
膝
春
夫

、
斎
膝
昭

保
、
阿
部

恒
夫

○
無
火
災
．一
〇

年
に
つ
き
団
長
表

を栄
一
分
団
オ
一
部
（
大
字
泉
田
）

Ｏ

一
般
協
力
者

に
対
し

村
上
竹
男
、
徳
江
順
吉
、
岩
城

健

治
、
谷
津
賀
子
、
斎
藤
キ
ョ

村
上
テ
イ
于

Ｏ
消
防
協
力
者

に
対
し
団
長
よ
り

感
謝
状
贈
呈

佐
藤
政
三

お
願
い
汐

Ｏ
部
落
長
さ

ん
、
班
長
さ
ん
に
お

願

い
し
ま
す
。
こ
の
舘
報
た
い

へ
ん
お
く

れ
ま
し
た
の
で
大
至

急
配
布
し
て
く
だ
さ

い
。
「

一

枚

づ
っ

お
取
り
く
だ
さ
い
」

式

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。（

係
）

○
な
る
べ
く
早
く
囗一

〇
ふ
る
さ
と

の
た
よ
り
を
口

こ

の
館
報
「
く
に
み
」
を
、
他

の
土
地

に
行
っ
て
お
ら
れ
る
家

族
の
方
や
友

だ
ち
の
方
な
ど
に

送
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
グ
ル
ー
プ
の
う

ご
き
を
口

各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
の
う
ご

き
な
ど
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
情

報
交
換

の
広
場
を
設
け
た
い
と

思

い
ま
す
。
写
真
を
添
え
て
く

だ
さ
れ

ば
な

お
結
構
で
す
。

○
明

る

い

生

活

は

ま

ず

健

康

か

ら
…
…
…
適

当

な

休

養

を

考

え

ま

し

よ

う
（
教

養

に

よ

っ

て
）

ご協賛ありがとうございます

今
回
の
町
民
体
育
大
会

に
あ
た
り
、
左
記
の
各
位

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

上
を
も
っ
て
厚

く
お
礼
中

上
げ
ま
す
。（

受
付
順

）

記
プ

ロ
グ
ラ

ム

三
〇
〇
〇
枚

国
見
町
商
工
会

メ
ク
ル
ニ
○

ヶ

読

売
新
聞
社

メ
タ
ル
　

五

ケ

河
北
新
聞
社

メ
タ
ル

ー
○

ヶ

手
拭

．土

○
本
　

産
経
新
聞
社

ノ
ー
ト
ニ
Ｏ
Ｏ

冊郡
是
製
絲
会
社

メ
タ
ル

ー
○

ケ
　

鉛
筆
二
〇
本

民
友

新
聞
社

洋
服
か
け
三
〇
ヶ
む
つ
み
商
会

メ
タ
ル

ー
○
ヶ
　

朝
日

新
聞
社

メ
タ
ル
　

五
ｙ
　

毎
日

新
聞
社

洗
面
器

等
（

聖
火
リ
レ
ー
用
）

大
和
田
金
物
店

（
以
下
宝
袋
川
）

ノ
ー
ト
三
〇
附

ボ
ー
ル
ペ

ン
三
〇
本
武
文
商
店

ソ
ー
セ
ー
ジ
三
〇

本
丸
公
市
場

ミ
ル
キ
圭
二
〇

ヶ
松
屋
倚
子
店
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